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研 究

学童後期の放課後の生活とセルフエスティームとの関連

林佳奈子’），廣瀬幸美2）

〔論文要旨〕

　学童後期の児童における放課後の生活とセルフエスティームとの関連を検討するために，A県内小学

校3校の4～6年生を対象に質問紙調査を行い，計868人を分析対象とした。その結果，放課後の生活は，

1）男子では同学年とマンガ，テレビゲームをする者が6年生に多く4年生に少なかった。2）女子では

外で身体を動かす者が4年生に多く5年生に少なかった。また，同学年とテレビ，マンガ，テレビゲー

ムをする者が6年生に多く4年生に少なかった。3）4・5・6年生ともに女子よりも男子にテレビゲー

ム，スポーツ少年団に行く者が多く，男子よりも女子に塾や習い事に行く，会話，楽器演奏，絵を描く

者が多かった。4）放課後の生活とセルフエスティームとの関係では，放課後は何もせずにごろごろし

ている者よりも，だれかと一緒に勉強や読書，会話，身体を動かして過ごす者の方がセルフエスティー

ムは高かった。

Key　words＝学童後期，放課後の過ごし方，遊び，遊び相手，セルフエスティーム

1．はじめに

　近年，児童の放課後の遊びは外遊びよりも，

テレビ・ビデオ視聴時間やテレビゲームで遊ぶ

時間の方が長くなりエ），インターネットなど電

子メディアとの接触の機会が増加し，仲間を必

要とせずにひとりでも遊ぶことが可能となっ

た。児童にとって放課後は，友だちと学校では

できない好きな遊びができる自由時間である。

　学童期に仲間と遊ぶことは，役割，責任，協

力，友情などといった社会生活に必要な能力を

育むことにつながる2）。さらに，学童後期では

仲間に比べて自分の能力が優れているのか劣っ

ているのかという視点から自分を評価するよう

になり2＞，仲間内での自分の地位や評価を強く

意識するようになる。仲間と比べて評価した自

己像と自分が理想とする自己像とのズレから抱

く感情はセルフエスティームと呼ばれ，学童期

から思春期へ移行するにつれて仲間からの社会

的受容がセルフエスティームの形成に影響す

る3）ことから，学童後期では仲間と遊ぶことが

セルフエスティームの重要な位置を占めるよう

になると推察される。

　そこで，本研究では学童後期の児童への健康

教育を行うための基礎資料を得ることを目的

に，学童後期の児童における放課後の遊び相手

および過ごし方とセルフエスティームを調査

し，それらの関連を検討したので報告する。

ll．対象および方法

　A県内の県庁所在地，東部地方，西部地方に

ある公立小学校3校に在籍する4年生317人，

5年生306人，6年生277人，計900人を対象に，

2003年9月～10月に自記式無記名式の質問紙調

査を行った。調査を実施するにあたり，各小学

校に本研究の趣旨を説明し，調査への協力を得
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た。各校より，対象児とその保護者に対して調

査の趣旨，調査結果を本研究以外に使用しない

旨を文書にて説明してもらい，調査協力への同

意を得た。本調査の実施前に4～6年生の各3

名にプレテストを行い，調査用紙を加筆，修正

した。その後，各校の教諭に，修正した調査用

紙における表現方法の妥当性について意見を求

め，調査用紙を再度修正し，本調査を実施した。

調査は学級ごとに担任教諭から対象児に調査の

目的と方法が説明され，調査用紙を配布しても

らった。質問項目は担任教諭が1問ずつ読み上

げ，不明な項目については担任教諭に質問して

もらった。

　調査内容は放課後の生活とセルフエスティー

ムである。放課後の生活に関する項目は，児童

生徒の心の健康と生活習慣に関する調査報告

書4）で用いられた項目を参考に作成し，放課後

の遊び相手6項目と過ごし方16項目の計22項目

であり，回答は複数回答とした。セルフエス

ティームに関する項目は，A．W．　Pope3）の子ど

も用5領域自尊心尺度テストを使用した。この

尺度は学童中期以上の子どもたちを対象に，全

般的，学業的，社会的，身体的，家族的な自尊

心を測定する下位尺度からなり，子どものセル

フエスティームを多角的にとらえようとして作

成された尺度である。また，これら5領域の相

対的な健全度の比較や個々の領域に対する反応

からその子どもの特徴を記述的にとらえようと

する場合に有用である。今回は自己についての

全体にわたる評価に基づく全般的下位尺度10項

目を使用し，セルフエスティームの状態をアセ

スメントするための一指標として，この尺度の

測定値からセルフエスティームの高低を判断し

た。この下位尺度については，「いつもそう思

う＝2点」，「ときにはそう思う＝1点」，「ほと

んどそう思わない＝0点」の3件法で回答を求

め，下位尺度10項目の合計点（0～20点）を算

出した。この合計点（以下，セルフエスティー

ム得点とする）が高いほどセルフエスティーム

が高いことを示している。下位尺度のCron－

bachのα係数は，4年生0．610，5年忌0．683，

6年生0．735，学年全体では0．683であった。

　対象人数900人に対し，回収数は4年生304，

5年生299，6年生270，計873（回収率97．0％）
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であった。そのうち，セルフエスティームに関

する項目に無効回答がなかった4年生302人，

5年生297人，6年生269人，計868人（有効回答

率99．4％）を分析対象とした。

　放課後の生活の各項目において学年間および

性別間で比較するためにX2検定，　Fisherの直

接確率法を行った。学年別，性別におけるセル

フエスティーム得点の平均値（以下，セルフエ

スティーム平均値とする）については，学年×

性別の二元配置分散分析を行った。学年ごとに，

放課後の生活とセルフエスティーム平均値の差

との比較においてt検定を行った。統計解析に

はSPSS（Ver．12）を使用し，有意水準は5％と

した。

皿．結 果

1．対象の属性

　対象者868人中，男子は4年生143人，5年生139

人，6年生128人，計410人（47．2％），女子は

4年生159人，5年忌158人，6年生136人目計453

人（52．2％）であり，男女比はほぼ同率であっ

た。きょうだいのいる者は4年生277人，5年

生267人，6年忌246人，計790人（91．0％）で

あり，全体の90％以上を占めていた。家族形態

は核家族が4年生210人，5年生195人，6年生

178人，計583人（67．2％）であった。

2．放課後の生活

1）　放課後の遊び相手

　放課後の遊び相手を学年全体でみると，「同

学年」と『遊ぶ』と答えた者の割合が81．3％と

最も多く，次いで「きょうだい」と『遊ぶ』者

が44．4％であった。

　放課後の遊び相手の各項目について学年間で

比較した結果，4年生では「きょうだい」，5

年生では「ひとりで」，6年生では「同学年」

と『遊ぶ』者の割合が多かった（p〈0．Ol～

o．ool）．

　表1には放課後の遊び相手において『遊ぶ』

と答えた者を学年別・性別に示した。性別ごと

に学年間比較した結果，男女ともに「同学年」

と『遊ぶ』者の割合が6年生に多く，男子では

4年生に少なかった（p〈0．05～0．Ol）。男女

ともに「ひとりで」『遊ぶ』者の割合が4年生
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表1　学年別・性別からみた放課後の遊び相手

学　　年　　別 性　　別

男 子 女 子 4年生5年生6年生　合計

　　　　4年生　　5年生　　6年生　　合計
項　　　目

　　　　143人　　　139人　　　128人　　410人

　　　　　a　　　　　b　　　　　c　　　　　d

　　　　N　Orb　N％N％　NT　％

　　4年生

　　159人

a’b－c　e

　　N　　％

5年生　　6年生

158人　　　136人

　f　　　　　g

N　Ofo　N　％

合計

453人　　　　　男女　男女　男女　男女

　h　eHf－g　a－e　bLf　c－g　d一一h

N　90

同学年と遊ぶle2　・71．31・877．7纏灘難32378．8

異学年と遊ぶ　　5437．8　5438．8　4837．515638．0

異学校の人と
　　　　　9　6．3　7　5．0　8　6．3　24　5．9遊ぶ

翻だいと6646・24834・55341・41674…

親と遊ぶ　　　　8　5．6　3　2．2　2　1．6　13　3．2

ひとりで遊ぶ1・52　SS．4鰯鱒i　5643．818・43．9

輯1288・・512881・・灘繊響37983，7章

　　55　34．6　41　25，9　49　36．0　145　32．0　’

　　IO　6．3　7　4．4　11　8．1　28　6．2

　蟻騰縣7144．95脚．421848．1・・（つ

　　10　6．3　5　3．2　6　4．4　21　4．6

　　5132．1灘縷難5238．21814・．…

e）

X2検定，　Fisherの直接確率法卓p＜0，05榊pく0．01ホ“申p＜O．OOI

※人数や％の合計が合わないのは，性別の不明を記載していないため。

学年別の［＝］は少ないことを表し，騨は多いことを表す。性別の（）は女子に多いことを表す。

に少なく5年生に多かった（p＜0．05～0．Ol）。

女子では「きょうだい」と・『遊ぶ』者の割合が

6年生に少なく4年生に多かった（p＜0．Ol）。

学年ごとに男女間比較した結果，4年生では女

子の方が「きょうだい」と『遊ぶ』者の割合が

多く（p〈0．05），5年生では男子の方が「異

学年」と『遊ぶ』者の割合が多かった（p〈0．05）。

2）放課後の過ごし方

　放課後の過ごし方を学年全体でみると，「外

で身体を動かす」において『する』と答えた者

の割合が83．9％と最も多く，次いで「テレビを

見る・音楽を聞く」75．8％，「勉強・宿題・読書

をする」65．7％，「マンガを読む」62．8％，「テ

レビゲームをする」60．0％であった。

　放課後の過ごし方の各項目について学年間比

較した結果，4年生では「外で身体を動かす」，

「勉強・宿題・読書をする」において『する』

と答えた者の割合が多く（p＜0．Ol～0．001），

5年生では「塾や習い事に行く」，「楽器を演奏

する・絵を描く」（p＜0．05），6年生では「テ

レビを見る・音楽を聞く」，「マンガを読む」，「テ

レビゲームをする」，「お店・書店で過ごす」，「コ

ンビニエンスストアで過ごす」者の割合が多

かった（p＜0．05～0．001）。

　表2には放課後の過ごし方において『する』

と答えた者を学年別・性別に示した。性別ごと

に学年間比較した結果，男女ともに「マンガを

読む」，「テレビゲームをする」，「お店・書店で

過ごす」者の割合が4年生に少なく6年生に多

かった（p＜0．05～0．001）。女子では「外で身

体を動かす」者の割合が5年生に少なく4年生

に多かった（p＜0．Ol）。また，「勉強・宿題・

読書をする」者は6年生に少なく4年生に多く

（p＜0．Ol），「テレビを見る・音楽を聞く」者

は4年生に少なく6年生に多かった（p〈

0．001）。有意差がみられた項目数は，男子では

3項目であり，女子では9項目であった。学年

ごとに男女比較した結果，4・5・6年生とも

に男子に，「テレビゲームをする」，「スポーツ

少年団・クラブに行く」，「児童センターなどの

施設で遊ぶ」者の割合が多く（p〈0．05～

0．001），女子に，「塾や習い事に行く」，「家族

や友人などと会話をする」，「楽器を演奏する・

絵を描く」者の割合が多かった（p＜0．05～

0．001）。4年生と5年生では女子の方が，「勉

強・宿題・読書をする」者の割合が多く（p〈

0．Ol），6年生では女子の方が「テレビを見る・

音楽を聞く」者の割合が多かった（p＜0．001）。

3．セルフエスティーム

1）属性とセルフエスティーム

　図1にはセルフエスティーム平均値と標準偏

差を学年別・性別に示した。セルフエスティー

ム平均値において学年×性別の分散分析を行っ
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表2　学年別・性別からみた放課後の過ごし方

学　　年　　別 性　　別

男 子

項

女 子 4年生5年生6年生　合計

　　4年生
目

　　143人

　　　i

　　N　　％

5年生　　6年生　　合計

139人　　128人　　410人

　j　　　　k　　　　l

N　　％　　N　　％　　N　　％

　　　4年生

　　　159人

i－j－k　m

　　　N　　％

5年目　　6年生

158入　　　136人

　n　　　　　　　　o

N　％　N　％

合計

453人　　　　　男女　男女

　p　m－n－o　i－rn　j－n

N　　％

男女　男女

k－o　1’p

外で身体を動
　　　　　　127　88．8　116　83．5　114　89．1　357　87．1
かす

テレビを見る・
　　　　　　94　65．7　97　69．8　95　74．2　286　69．8
音楽を聞く

勉強・宿題・読
　　　　　　88　6工，5　　86　61．9　　66　51．6　240　58，5
書をする

マ・ガを読む72　5e・38964・亭亭難25762・7

婁拷ゲーム1・2・．・71・・　1・877・・灘縣　318　77・6

塾や習い事に
　　　　　　48　33．6　59　42．4　39　30．5　146　35．6
行く

家族や友人な

どと会話をす　3826．6　4230．2　3225．OIユ227，3
る

スポーツ少年

団・クラブに行　5538．5　6546．8　5643．817642．9
く

楽器を演奏す
　　　　　　15　10．5　11　7．9　5　3．9　31　7．6
る・絵を描く

おやつを食べ
　　　　　　34　23．8　25　18．0　19　14．8　78　19．0
る

とくに何もせ

ずにごろごろ　2517．5　2115．1　2318．0　6916，8
する

お店・書店で過

ごす

児童センター

などの施設で　3021．0　2417．3　1914，8　7317．8
遊ぶ

コンビニエン

スストアで過　9　6．3　8　5．8　1310．2　30　7．3
こす

図書館で過ご
　　　　　　　5　3．5　10　7．2　4　3．1　19　4．6す

ゲームセ　ン
　　　　　　　5　3．5　1　O．7　7　5．5　12　2．9
ターで過ごす

難齢選U874．711・8・．936881．2事事

117　73．6　124　78．5　127　93．4　368　81．2　”’

　　i醗灘12176・6826・・332872・4

…8・5・・39862・・鍵覇鱗28562・9

購54　M・・7547・5灘鐵灘19843・7

86　54．1　96　60．8　70　51．5　252　55．6

62　39．0　79　50．0　70　51．5　211　46．6

43　27．0　38　24．1　43　31．6　124　27．4

鱒　　　（““）　　（韓）

宰宰ゆ

＊

（串寧寧）　（輯寧）

（＊“＊）

8　ホ　　　　　　　　　　●　ゆ　●　　　　　　　　　●　■　8　　　　　　　　　串　寧　串　　　　　　　　　事　8　＊

（零串零）　（奉つ　　（串串）　（輯串）

（“）　　（廓つ　　（嚇つ　　（韓零）

●　　　　　　　　　　　●　申　串　　　　　　　　　　　牟　　　　　　　　　　　■　●　ゆ

6742・1難麟馨4734・619142・2’（…）（…）（…）（’串電〉

36　22．6　33　20．9　33　24．3　102　22．5

2616・42616・5灘鞭譲8819・4宰

6・4・296・5灘灘蓑348・3寧串1・6・92515・8灘灘8518・8輯事

18　11．3　9　5．7　8　5．9　35　7．7

42・5117・・灘麟灘286・2ホ

12　7．5　13　8．2　11　8．1　36　7．9

42。5　21．3　42．9ユ02，2

（零）　　（章鱒）　（鱒つ

寧　　　　　　　零導 電　　　　　　　零下曝

e）

X！検定，Fisherの直接確率法’p＜0．05　＊’p〈0．01’＊’p＜0．001

※人数や％の合計が合わないのは，性別の不明を記載していないため。

学年別の［コは少ないことを表し，睡羅翻は多いことを表す。性別の（）は女子に多いことを表す。

た結果，学年の主効果のみ有意であった（学年

の主効果F（2，857）＝9．31，p＝0．000；性別の

主効果F（1，857）＝2．62，p＝0．106；交互作用

F（2，857）＝＝O．96，p＝0．384）。そこで，多重

比較を行った結果，4年生と6年生，5年生と

6年生との間において有意差が認められ，セル

フエスティーム平均値は4年半，5年半に比べ

て6年生の方が低かった。

　セルフエスティーム平均値とその他の属性

（きょうだいの有無，家族形態）において有意

差は認められなかった。また，セルフエスティー

ムにおいては性差が認められず学年のみ有意差

が認められたため，以下，放課後の生活とセル

フエスティームとの関連については学年ごとに

比較検討した。

2）放課後の生活とセルフエスティーム
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図1　学年別・性別におけるセルフエスティーム平

　均値と標準偏差

　学年ごとにみた放課後の遊び相手とセルフエ

スティーム平均値と標準偏差を表3に示した。

学年全体でみたところ，「同学年」，「異学年」

と『遊ぶ』者の方がセルフエスティーム平均値

は有意に高かった（p〈0．05）。学年ごとにみ

たところ，4年生では「きょうだい」と『遊ぶ』

者の方がセルフエスティーム平均値は有意に高

かった（p＜0．05）。5年生では「同学年」，「異

学年」と『遊ぶ』者の方がセルフエスティーム

平均値は有意に高く（p〈O．05・一一〇．Ol），「きょ

うだい」と『遊ぶ』者の方がセルフエスティー

ム平均値は有意に低かった（p〈0．05）。6年

生では「異学年」と『遊ぶ』者の方がセルフエ

スティーム平均値は有意に高かった（p＜
o．os）．

　学年ごとにみた放課後の過ごし方とセルフエ

スティーム平均値と標準偏差を表4に示した。

学年全体でみたところ，「外で身体を動かす」，

「勉強・宿題・読書をする」，「家族や友人など

と会話をする」，「スポーツ少年団・クラブに行

く」において『する』と答えた者の方がセルフ

エスティーム平均値は有意に高く（p〈0．Ol～

0．001），一方，「マンガを読む」，「とくに何も

せずにごろごろする」，「お店・書店で過ごす」，

「ゲームセンターで過ごす」において『する』

と答えた者の方がセルフエスティーム平均値は

有意に低かった（p〈0．05～0．001）。学年ごと

にみたところ，4年生では「外で身体を動かす」，

「家族や友人などと会話をする」（p＜0．Ol）に

おいて『する』と答えた者の方がセルフエス

ティーム平均値は有意に高く，「とくに何もせ

ずにごろごろする」において『する』と答えた

者の方がセルフエスティーム平均値は有意に低

かった（p＜0．05）。5年生では「外で身体を

動かす」，「勉強・宿題・読書をする」，「家族や

友人などと会話をする」，「スポーツ少年団・ク

ラブに行く」において『する』と答えた者の方

がセルフエスティーム平均値は有意に高く（p

表3　学年ごとにみた放課後の遊び相手のセルフエスティーム平均値と標準偏差

項 目
4　年　生

M±　SD

5　年　生

M±　SD

6　年　生

M±　SD

全　　　体

M±　SD

同学年と遊ぶ

　　　遊ばない

異学年と遊ぶ

　　　遊ばない

異学校の人と遊ぶ

　　　　　遊ばない

きょうだいと遊ぶ

　　　　　遊ばない

親と遊ぶ

　　遊ばない

ひとりで遊ぶ

　　　遊ばない

10．74　±　3．25

10．00　±　2．95

10．29　±　3．10

10．72　±　3．23

11．74　±　3．28

10．48　±　3．17

18：2多　圭　§：1§］＊

11．44　±　3．26

10．51　±　3．18

10．43　±　3．40

10．63　±　3．08

i8：雪9圭§：69］＊＊　8：器圭2：唇8

i8：ll圭1：llゴ

10．07　±　3．69

10．23　±　3．39

11：19圭1：髪］＊

10．25　±　3．20

10．22　±　3．41

9．91　土　3．42

10．54　±　3．36

18：器圭§：忌ζ＝］＊＊

8．89　±　3．70

9944　ニヒ　3．55

9．91　±　3．48

9．06　±　3．57

7．75　±　3．66

9．45　±　3．55

9．12　±　3．35

9．59　±　3．69

18：§｛1圭§：釜＝］＊

18：§8圭§：量8：］＊

10．25　±　3．69

10．　07　±　3．　39

10．26　±　3．43

9．95　±　3．39

10．29　±　3．57

10．08　±　3．40

9．82　±　3．42

10．28　±　3．39

t－test　’吹qO．05　’“p〈O．Ol　”“p〈O．OOI
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表4　学年ごとにみた放課後の過ごし方のセルフエスティーム平均値と標準偏差

項目
4　年　生

M±　SD

5　年　生

M±　SD

6　年　生

M±　SD

全　　　体

M±　SD

外で身体を動かす

テレビを見る・

音楽を聞く

勉強・宿題・読書

マンガを読む

テレビゲーム

塾や習い事に行く

家族や友人などと

会話

スポーツ少年団・

クラブに行く

楽器を演奏する・

絵を描く

おやつを食べる

とくに何もせずに

ごろごろする

お店・書店で過ご
す

児童センターなど

の施設で遊ぶ

コンビニエンス

ストアで過ごす

図書館で過ごす

ゲームセンターで

過ごす

　
い
　
　
い

る
な
　
る
な

す
し
す
し

　
い
　
　
い

る
な
　
る
な

す
し
す
し

　
い

る
な

す
し

　
い
　
　
い

る
な
　
る
な

す
し
す
し

　
い
　
　
い

る
な
　
る
な

す
し
す
し

　
い

る
な

す
し

　
い
　
　
い

る
な
　
る
な

す
し
す
し

　
い

る
な

す
し

　
い
　
　
い

る
な
る
な

す
し
す
し

　
い

る
な

す
し

i8：Z2二塁：ム§］零＊i8：99圭§：器］串＊＊§：置圭§：？8

10．80　±　2．91

10．01　±　3．72

10．55　±　3．35

10．60　±　2．78

10．42　±　3．15

10．71　±　3．23

10．51　±　3．00

10．62　±　3．39

10．27　±　3．34

10．80　±　3．05

10．36　±　3．40

9．82　土　3．38

9．35　±　3．58

9．67　±　3．47

i8：ラ6圭§：影］　＊

10．15　±　3．37

9．87　±　3．53

i8：毅圭塁：銘］＊＊＊二：§弓圭塁：匿］零　18：墾圭§：墓］零宰孝

ウ
耐
9
山

く
U
り
σ

り
0
り
O

±
±

『
0
0
り

9
自
O
O

O
ゾ
0
ヴ

ホ御に
U
l

り
0
3

±
±0

0
1

Q
O
O
O

Q
ゾ
O

　
l
10．21　±　3．48

10．24　±　3．28

10．30　±　3．18

10．14　±　3．63

9．41　±　3．56

9．38　±　3．55

18：ζ§圭§：窮］＊＊

10．02　±　3．40

10．18　±　3．42

【
り
【
0

0
0
4

り
Q
り
0

±
±

ピ
U
［
0

9
臼
G
ゾ

O
Q
ゾ

ー
紳コ9自

9
臼

4
U
4

3
り
0

±
±4

7
1
8

0
6
6

1

1占：封土§：ま；］ホ噛18：ζ§圭§：§§］＊　8：§8圭§：婁§

11．01　±　3．25

10．35　±　3．14

10．78　±　3．16

10．48　±　3．20

10．47　±　3．43

10．59　±　3．12

16：3§圭§：窪2：コ＊＊9：Z9圭§：；iz

10．32　±　3．47

10．18　±　3．38

9．79　±　3．18

10．33　±　3．45

9．　00　±　3．　80

9．49　±　3．50

9．　17　±　3．　54

9．45　±　3．56

i8：19圭1：19］＊＊

18：鉱主§：2ヤコ＊＊

10．18　±　3．49

10．05　±　3．38

9，87　±　3．41

10．14　±　3．41

18：孚§圭§：夏］＊　，8：：差土曇：震］＊潔宰塁：暮8圭§：きζ］零　，8：99圭ぎ：28］寧＊＊

1ユ．06　±　2．70

10．53　±　3．22

10．67　±　2．82

10．54　±　3．26

11．92　±　3．17

iO．50　±　3．18

9．94　±　3．09

10．60　±　3．20

8．67　±　2．74

10．62　±　3．19

1§：22土量：雛］＊＊塁：82圭§：茸9］＊零象，8：聖主§：§ラ］ホ傘＊

11．30　±　4．10

10．09　±　3．29

9．37　±　3．24

10．28　±　3．41

9．26　±　3．33

10．30　±　3．40

7．33　±　4．93

10．25　±　3．38

9．71　±　3．85

9．36　±　3．53

9．19　±　3．64

9．42　土　3．55

iO．OO　±　4．11

9．36　土　3．52

9．00　±　2．45

9．41　±　3．60

10．61　±　3．53

10．01　±　3．38

9．86　±　3．54

10．10　±　3．40

9．67　±　3．44

10，11　±　3．41

Il：1；ま1：ll］ホ

t－test’吹qo．os”p〈o．ol’“’p〈o．ool

く0．05～0．OOI），「マンガを読む」，「とくに何

もせずにごろごろする」，「お店・書店で過ごす」

において『する』と答えた者の方がセルフエス

ティーム平均値は有意に低かった（p＜0．05～

0．001）。6年生では「勉強・宿題・読書をする」，

「塾や習い事に行く」において『する』と答え

た者の方がセルフエスティーム平均値は有意に

高く（p＜0．05～0．01），「とくに何もせずにご

ろごろする」，「お店・書店で過ごす」において

『する』と答えた者の方がセルフエスティーム

平均値は有意に低かった（p＜0．05～0．001）。

N．考 察

1、放課後の生活

　対象児全体の60％以上が放課後は同学年と遊

び，外で身体を動かしたり，テレビを見たり音
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楽を聞いたり，勉強・宿題・読書をしたり，マ

ンガを読んだり，テレビゲームをしたりして過

ごしていた。これは児童生徒の健康状態サーベ

イランス5）における調査結果とおよそ一致する

ものであった。

　放課後の生活を性別ごとに学年間比較する

と，遊び相手においては，男女ともに4年生で

はきょうだいと，5年生ではひとりで，6年生

では同学年と遊ぶ者が多かった。これは，親し

い友だちとの友人関係に関しては，中学入学前

後にサポート提供者が家族から親しい友だちに

移行し6），中学・高校生よりも学童では親や教

師に比べて友人のサポートの比重が大きくな

る7）ことから，学年が上がるにつれて遊び相手

がきょうだいから仲間へと移行していたのでは

ないかと考えられる。

　放課後の過ごし方においては，男子よりも女

子の方が学年間で有意差がみられた項目数が多

かった。このことから，男子では学年が異なっ

ていても遊ぶ内容に大きな違いはみられず，一

方，女子では学年によって遊ぶ内容が大きく異

なっていることが明らかとなった。そこで，性

別ごとに詳しくみてみると，男子では，同学年

とテレビゲームをしたり，マンガを読んだり，

お店や書店で過ごしたりする者が6年生に多

かった。一方，女子では，同学年とテレビを見

たり，音楽を聞いたり，マンガを読んだり，テ

レビゲームをしたり，お店・書店やコンビニエ

ンスストアで過ごしたり，とくに何もせずにご

ろごろしている者は6年生に多かった。また，

きょうだいやひとりで，外で身体を動かしたり，

勉強・宿題・読書をしたり，楽器演奏や絵を描

いたりする者は4・5年生に多かった。このこ

とから，きょうだいやひとりで知識を得たり，

生産的な遊びや過ごし方をしたりしていたの

が，学年が上がるとともに，同学年と非活動的

で必ずしも人とのコミュニケーションを必要と

しない閉鎖的な遊びをするようになる傾向があ

ることがわかった。これは，学童後期のとくに

高学年において，価値観が似ていて言葉遣いや

服装なども含め日頃の行動をともにしている仲

間に対して，暗黙のうちに同調しなければなら

ないというピア・プレッシャーを感じてしま

う8）ことから，ピア・プレッシャーを軽減する

小児保健研究

ために仲間との共通した知識を得ることが必要

となり，その結果，高学年では情報源としてテ

レビや音楽，マンガ，テレビゲームで遊ぶ者が

多くなるのではないかと考えられる。しかし，

テレビ視聴やテレビゲーム実施時間の長さと疲

労や不定愁訴などの自覚症状と関係する9）10）こ

とや，就寝時刻が遅れてしまう理由にテレビ・

ビデオ・マンガ・ゲームをして遊んでいたこ

と11）が報告されている。したがって，学年や性

別によって異なる放課後の生活の特徴を踏まえ

た上で，テレビを見たり，テレビゲームをした

りするときは時間を決めて遊ぶ必要性があるこ

とを児童に伝えていくことが大切であると考え

られる。

2．セルフエスティーム

　セルフエスティームを測定しようとした研究

はこれまでに数多くなされている2）が，セルフ

エスティームの測定がわが国において妥当であ

ることの論証がなく，標準化された特定の測定

尺度が確立していないのが現状である。セルフ

エスティームの概念は複雑でとらえにくく，こ

の感情は個人によって常に一定していない2）。

本研究で用いたPopeらの尺度は心理測定法の

標準テストとしての妥当性は示されていない3）

が，学童中期以上のセルフエスティームを多角

的にとらえようとする場合に有用である。また，

この尺度は学童期や思春期を対象にした研究で

比較的用いられていることから，今回われわれ

はPopeらの尺度を用いてセルフエスティーム

の状態をアセスメントした。

1）属性とセルフエスティーム

　属性とセルフエスティーム平均値との関連で

は，性差は認められず，学年のみ有意差が認め

られた。先行研究12トユ5）では，セルフエスティー

ムの測定には児童用セルフエスティーム尺度

を，全般的セルフエスティームの測定には

Rosenbergの尺度を用いており，性差や学年差

のあらわれ方が各研究によって異なっていた。

この要因の一つとして，各研究で用いられてい

る測定尺度が異なることがあげられるのではな

いかと考えられる。また，横断研究や縦断研究

といった時間的な研究デザインの違い，さらに

各研究における対象者の地域特性も影響してい
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るのではないかと考えられる。

　本研究では，セルフエスティーム平均値は4

年生，5年生に比べて6年生の方が低かった。

川畑ら14）16）の研究では学年が進むにつれてセル

フエスティームは低下しており，本研究でもそ

の傾向がみられた。学童後期は，急激な身体的

変化とともに，自己と他人との関係に敏感にな

る時期であり，本人の意志とは無関係におこる

思春期に向けてのさまざまな変化が精神面に大

きな影響を与えている17）18）。学年が上がるにつ

れてセルフエスティームが低下することには，

このような学童後期の発達プロセスの特徴が関

係しているのではないかと考えられる。今後，

学童後期が身体的にも精神的にも不安定になり

やすい前思春期という時期であることも踏まえ

て，児童のセルフエスティームの変化と特徴を

検討していく必要があると考えられる。

2）放課後の生活とセルフエスティーム

　放課後の生活とセルフエスティーム平均値と

の関連を学年ごとにみたところ，4年生では

きょうだいと外で身体を動かしたり，家族や友

人などと会話をしたりする者の方がセルフエス

ティームは高かった。また，5年生では同学年，

異学年と外で身体を動かしたり，勉強・宿題・

読書をしたり，家族や友人などと会話をする，

スポーツ少年団・クラブに行く者の方がセルフ

エスティームは高く，6年生では異学年と勉

強・宿題・読書をしたり，塾や習い事に行く者

の方がセルフエスティームは高かった。一方，

4・5・6年生ともに，とくに何もせずにごろ

ごろしている者の方がセルフエスティームは低

く，5・6年生ではお店・書店で過ごす者の方

が，また，5年生ではきょうだいとマンガを読

む者の方がセルフエスティームは低かった。

　学童後期にとってセルフエスティームは生活

の中での経験から形成され，子どもたちが自信

を持ち意欲的な生活を送るためには重要なも

の3）である。また，セルフエスティームが高い

ことは，自分自身を「好ましい人間」と感じ，

自分の行動を積極的に「価値あるもの」として

評価していること2）である。本研究では，4・

5・6年生全体を通して，放課後は何もせずに

ごろごろしている者よりも，だれかと一緒に勉

強・読書や会話をしたり，身体を動かしたりし
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て過ごす者の方がセルフエスティームは高かっ

た。したがって，今後，さらに児童の放課後の

生活を具体的に知ることで，セルフエスティー

ムの状態をより把握することができるのではな

いかと考えられる。

　本研究は，A県における3小学校を対象にし

た横断的研究であり，放課後の生活とセルフエ

スティームとの因果関係の方向性に関する結論

は得られていない。また，今回は放課後の生活

に焦点をあててセルフエスティームとの関連を

検討したが，セルフエスティームの形成には，

それ以外にも日々の生活習慣や対象の地域特性

などさまざまな要因が複雑に関連していると考

えられる。学童後期の子どもたちがより良好な

セルフエスティームを形成し，日々の生活を意

欲的に営んでいくためには，今後，学童後期の

セルフエスティームに関連する要因を明らかに

していくことが課題であると考えられる。そし

て，児童のセルフエスティームを高めるために，

その要因を改善できるような健康教育を行うな

どの働きかけが必要ではないかと考えられる。

　本研究に理解を示し調査にご協力いただきました

学校関係者および児童と保護者の皆様に深く感謝し，

心よりお礼申し上げます。

　本論文の要旨は第51回小児保健学会（2004年，盛

岡市）にて発表した。
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